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強化学習を使った最適化手法をゼロから理解する！
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本書では、強化学習における基本的な考え方や計算手法を

紹介し、実際に Python を用いて実現する方法をまとめてい

る。具体的にはマルコフ決定過程、価値関数、方策評価、方

策反復、価値反復、モンテカルロ評価、SARSA、Q 学習を扱う。

ほとんどの内容は簡単な数学の知識があれば問題なく理解で

きるよう記述し、読者の学びやすさを優先して繰り返しの説

明や既出の数式を再掲するなど工夫している。Python の基礎

から強化学習の利用までを詳細に解説した充実の一冊。
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著者紹介

　本書は、情報技術に対してさまざまな観点から解説することで、文理
問わずスムーズに理解できるよう構成されています。各章ごとに
「NOTE」、「チェック問題」、「実習」、「ほのぼの IT 教室」、「memo」、「チャ
レンジ」などの課題や参考情報を多く設け、実用的な教科書としても利
用することができます。情報リテラシー入門を卒業し、専門知識へ一歩
踏み込もうとしている人や少し躊躇している人の背中を押してくれる一
冊です。
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